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高岡向陵高等学校について

⚫富山県高岡市にある私立全日制普通科高校

⚫生徒の全体的な特徴

➢特定の部活動等に力を入れたい生徒

➢県立に行けなかった生徒？

⚫外国につながる生徒の在籍

➢全校生徒635名（一学年に6〜8学級）中、約40名（正確な把握なし）

➢県内で最大規模の受け入れ

入試制度
の壁



高岡向陵高校で
のサポート変遷

2016年 交換留学生への日本語の授業（取り出し指導）

放課後補習としての正規生への日本語サポート

2017年 部活動としての放課後補習スタート

→動画制作プロジェクト

2018年 学校設定科目「キャリアアップ」としての日本語の授業（週2h）

→2学期以降は試験の結果を国語の成績に反映？？

2021年 「国語総合」「古典B」「数学Ⅱ」としての日本語の授業

（1年週4h、2-3年週2h）

2022年 「現代の国語」「古典B」としての日本語の授業

2023年 学校設定科目「キャリアアップ」としての日本語の授業

（1年なし、2年週4h、3年週2h）、1年対象放課後補習（週1h）

2024年 学校設定科目「キャリアアップ」としての日本語の授業

（2年週4h、3年週2h）、1-2年対象放課後補習（週1h）



キャリアアップ日本語

⚫学校設定科目「キャリアアップ」

⚫2年生 9名（2学期からは8名）

⚫ブラジル5名、パキスタン3名、フィリピン1名

⚫日本生まれ・育ち〜来日3年

⚫うち4名は1年時に「現代の国語」の取り出し指
導、他5名は担任等からの勧め（教科学習の不振、
不登校傾向等）

⚫2時間×週2回（週4時間）

⚫指導者2名



２０２３年１学期

⚫漢字：漢字字典を使って部首ごとに漢字と漢字語彙を調べるワーク、漢字学習ア
プリ「たふマルリン」

➢部首調べはロイロノートでお互いのワークシートを共有

⚫語彙：『教科につなげる学習語彙ドリル』ポルトガル語／英語

➢同じ言語同士で集まって答え合わせ、翌週ロイロノートで復習テスト（翻訳付き）

⚫文法・読解：『にほんごチャレンジN4文法・読解』『必ずできるJLPT読解N3』
『必ずできるJLPT読解N2』

➢同じレベル（テキスト）同士で集まって、話し合いながら解く

⚫自分を見つめるアクティビティ：マインドマップ、言語ポートレート

➢個人作業の後、発表（ただし、各回漢字等の個人課題を終えた人のみが取り組む）

レベルがバラバラなので
漢字、語彙、文法・読解の

一斉授業ができず



２学期のはじめの話し合い

痛烈な批判

⚫何をやっているか意味がわからない

⚫iPadですべてやろうとしているが、何も覚えられない

⚫みんなが同じことをすれば、もっと覚えられることも多い

⚫2グループくらいで話し合う方がよい

⚫授業でもっと覚えた日本語を使いたい

⚫漢字の学習は宿題でよい



⚫授業やテストにおける困難や不満
➢iPad使用の是非

➢教材がわかりにくい

➢先生の話す言葉がわからない

➢ただひたすら書き写す課題の意味？

⚫学校生活における教師への不信感
➢「わからない」ことで怒られる

➢差別がひどい

➢先生たちはわかってくれない・変わってくれない

⚫日常生活での困り感
➢駅で切符をどうやって買う？etc.

学校生活を見つめる

とにかく生徒の意見を
ひたすらきいて…

目標設定



⚫テーマ：先生たちに私たちのことをわかってもらうにはどうしたらいいか？

➢自分の意見をはっきり言う→「はっきり」とは？

➢説得力を高める→「説得力」とは？「説得力を高める」ためには？

⚫理不尽な現実にどう対応するか？

➢変えられること、変えられないこと

➢お互いに尊重し、自分も変わる

目標への道のりを考える

辿ってきた議論の
道筋を見える化

「要望書」
を作る



要望書作成の中での日本語指導
語彙・文法

語彙・漢字



要望書作成の中での日本語指導

要望書のタイトル
を考える

要望の内容を整理する
（カテゴリー化）



要望書提出

私たちのためにで
きることがたくさ
んあることがわか

りました

ようぼうしょを
だせてよかった

です

1年めっちゃ楽
しかったです

よかったー！

人っていろんなかん
がえや思いをもって
いるということをわ

かりました

がんばった

達成感

自分たちの代で叶わ
なくても後輩たちの

ために

要望書のおかげで学校が変
わって、この高校に入りたい
という人が増えるといい



期末考査

今回特別に点数が高かった
というわけではない…

※ただし、授業の感想を書く最終問題
（作文）が白紙の生徒はいなかった



変えたこと

⚫何をやっているか意味がわからない

⚫iPadですべてやろうとしているが、何も覚えられない

⚫みんなが同じことをすれば、もっと覚えられることも多い

⚫2グループくらいで話し合う方がよい

⚫授業でもっと覚えた日本語を使いたい

⚫漢字の学習は宿題でよい

⇨ペアワーク、グループワーク、全体ディスカッションをメイン活動に

⇨言語項目の学習とワーク・ディスカッションの内容をリンク

⇨優先順位を下げ、目標達成に必要な漢字の学習へ

授業内での生徒の言語使用は
質・量ともに上がった（実感）

→方法と内容

• 日常生活で
感じたり考
えたりして
いること

• 生徒自身の
利害関心に
基づいてい
ること

⇨目標を具体的な行動に落とし込む

⇨iPadの利用は主に翻訳や情報の探索・整理に

⇨クラス共通の目標を持つ



類似の活動と
の違い

• 批判的に考える
• 民主主義のプロセスを学び、行動する

ことをねらいとした活動

両者の違いは、
• 日常生活で感じたり考えたりしていること
• 生徒自身の利害関心に基づいていること

を（再）出発点に据えたかどうか

結果的に、キャリアアップ日本語（２年）は
このねらいに沿った活動となった

日本（国）がこんなに
自分たちのことを考え
てくれているなんて思
わなかった！

入管庁「外国人との共生社会の実現に向けた
ロードマップ案」の内容（概要）を説明

生徒の今ある言葉の力を活かしつつ
さらに高度な言葉の力へと伸ばしていく

授業づくりの大きなヒントを得た

私のビリーフの明確化：理不尽な現実を民主的
な方法で良い方向へ変えていく言葉の力
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